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溶融炉心冷却を促進する低粘性化材の開発と関連する評価技術の開発に向け，本研究では低粘性化材が

溶融物の拡がり挙動に及ぼす効果を確認するため、実験観察を行った。低粘性化材が溶融物の拡がりに及

ぼす効果を確認し、また拡がりに係る物理モデルの検証に資するデータを取得することができた。 
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1. 緒言 

溶融炉心冷却を促進する低粘性化材として、酸化鉄系の骨材を適用した犠牲材コンクリートを考案した。

本研究ではウラン酸化物を主成分とする溶融炉心模擬物質に低粘性化材を溶融混合させ、異なる二種類の

床材上での拡がり挙動について、実験観察を行った結果を報告する。 

2. 溶融物の拡がり実験 

2-1. 実験概要 

仏 CEA が所有する VULCANO VE-U9 設備を使用して実験

を行った。実験装置の概要を図 1 に示す。ジルコニア製るつ

ぼにパウダー状のサンプルを充填し、テルミット反応によっ

てサンプルに含まれる金属 Zr の酸化反応を起こし、高温の溶

融混合物を生成する。るつぼ底部は直径 6cm の穴を錫の薄板

で封をしており、錫が溶融することにより溶融物が拡がり部

に自重にて放出される構成となっている。 

実験は耐熱セラミックと犠牲材コンクリートの異なる二種

類の床素材に対して、同一の溶融混合物条件で実施した。 

2-2. 実験結果 

犠牲材コンクリート床での実験観察結果を図 2 に

示す。コンクリートから水蒸気が放出される特徴的

な挙動が確認され、セラミック床と差別化されたデ

ータを取得することができた。CEA 既往実験[1]と比

較していずれの床材でも拡がりが伸びており、低粘

性化材による拡がり効果を確認することができた。 

3. 結論 

耐熱セラミック及び犠牲材コンクリート上での溶融物拡がり実験を実施し、低粘性化材が溶融物の拡が

りに及ぼす効果を確認することができた。床材の違いが拡がり挙動に及ぼす影響を確認し、また拡がりモ

デルの検証に資するデータを取得することができた。 
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図 1 VULCANO VE-U9 実験装置 

図 2 犠牲材コンクリート床拡がり実験結果 
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